
東京書籍が発行する高校理科の教育情報誌『ニューサポート 高校理科』 vol．42（2024年秋号）で
「看図アプローチで授業を動かす」という連載が始まりました。
第 1回目のタイトルは「高校理科への看図アプローチ導入の背景とその効果」です。
執筆は，溝上広樹先生 (崇城大学総合教育センター )です。
看図アプローチを様々な領域に導入していくためのモデルとなる好論文です。

詳しくはこちらから

https://ten.tokyo-shoseki.co.jp/kikanshi/newsupport/
※このURL先から「理科」を選択してください。溝上先生の論文を読むことができます。
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